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取り付け／取扱説明書 

トムス トランクリッドスポイラー 
１８＃マジェスタ用 

このたびは、トムストランクリッドスポイラー（以下トランクスポイラー）をお買い上げ頂き、誠に

ありがとうございます。本製品の取り付けを以下に記します。正しい取り付けをお願いいたします。本

取り付け説明書は、「自動車整備技能検定３級合格者」程度の方を対象に記述してあります。用語等で

不明な点は、整備解説書等をご参照ください。なお、取り付け等に関するお問い合わせは、当社技術ま

でお問い合わせください。本製品の内容及び付属品は、改良のため予告無く変更することがございます

のでご了承ください。 

 

 【適応車種】 本製品は以下の車種に対応しています。（Ｈ１８年１０月現在） 

トヨタ マジェスタ（ＵＺＳ１８＃）Ｈ１６年７月以降 

 

 【取付上のご注意】 以下のご注意を必ず守るようお願いいたします 

警　告

 

1. トランクスポイラー脱落防止のため両面テープはしっかり貼り付けてください（。また始業点検時

にトランクスポイラーの両面テープにはがれなどがないかチェックしてください 

※トランクスポイラーが脱落した場合は重大事故につながる恐れがあります 

2. 取り付け箇所に事故改造等があった場合、本商品がとりつかない場合や干渉する場合があります 

注　意

 

3. 本品を装着すると、パワートランクリッドの開閉速度が標準車に比べ遅くなります 

4. 塗装前に仮装着をおこない、各部のあわせを確認してください。塗装後のクレームは応じません 

5. 塗装に際しては以下の点にご注意ください 

⇒ 塗装ムラ・ピンホールの発生を防止するため、塗装前に表面の水研ぎ（ゲルコートの光沢が消

えるまで）をおこない、サフェーサーを厚塗り処理をしてください 

⇒ 塗装乾燥時の加熱温度は４０度以下でおこなってください。４０度以上の加熱は製品変形

の恐れがあります 
 
 【構成部品】 本品は以下のパーツで構成されています。欠品等を確認して下さい。 

① トランクスポイラー ×１ 

② 両面テープ ×１ 

③ センターだし確認用型紙 ×１ 

④ プライマー ×１ 

 

【組み付け図】
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両面テープの端面はスポイラ

ーに合わせカットする 
両面テープ 

エア抜き穴をふさが

ない 

両面テープを１５０ｍｍ

長さで３個所に貼る 

 

 

マスキングテープ
はく離紙 

 
１ トムストランクスポイラー取り付け 

(1) 塗装前にトランクスポイラーを車両に
仮当てし、各部に不具合がないか確認

する 
(2) 塗装後、エアロの両面テープ貼り付け面
を脱脂し、④プライマーを塗る 

⇒ プライマーの使用方法はプライマーに

添付の説明書を参照する 
(3) 両面テープを上図のように貼り付け、
端面の離ケイ紙を５０ｍｍほどはがし、

離ケイ紙をトランクスポイラー表側に

マスキングテープで止めておく 
⇒ 圧着は５Ｋｇｆ(４９ N)以上で圧着する 

(4) ③センターだし確認用型紙を図の位置
にマスキングテープで取り付ける 

(5) 車両側の取り付け部分を十分脱脂する 
⇒ 脱脂が不十分の場合エアロパーツが脱

落する場合がある。 
(6) 離ケイ紙をはがしスポイラーを圧着す
る 

⇒ 型紙のラインとスポイラーのけがきラ

イン（または水抜き穴）を合わせ、前後

左右位置を調整する 
⇒ 圧着は５Ｋｇｆ(４９ N)以上で圧着する
（車両が少し揺れる程度押す） 

⇒ 接着が確実でない場合、リヤスポイラー

が脱落し重大事故になる場合があるの

で確実に接着されている確認する 
⇒ 一度両面テープをはがした場合は必ず

全てをはがし、脱脂後新しい両面テープ

を使用する 
¾ 両面テープは「住友スリーエム＃５６１

２」または相当品を使用すること 【発売元】株式会社 トムス 
東京都世田谷区等々力６－１３－１０ 
ＴＥＬ ０３－３７０４－６１９１ 
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